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揚子江流域における化学風化と懸濁物フラックスの流域別評価
Evaluation of chemical weathering and sediment flux for several drainages within the
Yangtze River basin
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化学風化は、物理侵食と密接に関わりつつ、地形形成を駆動する。また珪酸塩鉱物の化学風化は、約 10万年より長い
タイムスケールでの炭素循環において、大気中の二酸化炭素を固定する役割を果たしている。従って、化学風化とその
制御要因を定量的に評価することで、地形形成における化学風化の役割や長いタイムスケールにおける炭素循環の制御
要因を理解することが可能になる。化学風化の制御要因についての研究は、鉱物の溶解・風化実験に基づく理論式の導
出や、河川水、懸濁物、堆積物の鉱物・化学組成の観測結果に基づく経験式の導出、またそれらの結果を統合的に説明
するためのモデル計算など、様々な手法により様々な時間・空間スケールで行われている。これまでに個別の河川流域
についての風化率や侵食率の経験式の導出がなされてきているものの、それらの結果をより一般化するためには、風化・
侵食プロセスを物理・化学的に考慮した上で経験式を導出する必要がある。また、こうして明らかにした風化・侵食過
程とその制御要因に基づいて過去の化学風化・侵食過程を評価するためには、風化・侵食の最終生成物である堆積物か
らこうした情報を取り出す方法を確立する必要がある。
このことを見据え、本研究では、中国・揚子江を例に、現行の風化・侵食過程とその制御要因の把握を目的として、試

料の採取と分析を行った。揚子江はアジア最長の大河川で、その河川水・砕屑物フラックスは共に世界有数であり、表層
の物質循環に及ぼす影響は多大である。加えて、流域には数多くの水文点や気象観測点などが設置されているため、長
年観測データが蓄積されている。

2011年夏にこの流域内の複数の地点において採取された河川水と懸濁物および河床堆積物試料を用いて、溶存物質と
懸濁物、堆積物の鉱物・主要元素組成分析を行った。この結果と河川水流量および溶存物質・懸濁物濃度から、元素ごと
のフラックスを溶存物質と懸濁物の両方について算出し、流域ごとに化学風化と物理侵食の寄与を求めた。さらに、こ
れらの比をとることで、削剥過程に占める化学風化の寄与率を見積もった。その結果、化学風化率は概ね上流から下流
に向かい増加するものの、上流の侵食域中では削剥に占める化学風化寄与率が最大になった。また、下流の堆積域中で
は Poyang Lakeとの合流後に溶存炭酸塩濃度が一旦低下するがその下流で再び急増している。今回の発表では、こうし
た特徴に着目しつつ、流域別に風化・侵食プロセスを議論する予定である。
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